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会 長 式 辞     会長 本多 靖男 

 本日ここに、千葉県副知事 

滝川伸輔様、千葉県議会健

康福祉常任委員会委員長 

實川隆様、元衆議院議員で

当会の顧問でもあります臼

井日出男様の御臨席を賜り、

平成 30 年度千葉県生涯大

学校卒業生学習会開講式を

挙行するにあたり、ご挨拶を

申し上げます。 ご案内のよ

うに生涯大学校の入学生が

減少しはじめて以来、当学

習会の会員数が減少しており、この傾向は、暫く続くものと

考えております。 

 そこで、身の丈に合ったスリムな体質への改善が急務とな

ってまいりました。 

まず固定費のウエイトの高い経費の内、平成 29 年度に、1

年前に予約が必要な学習会会場を千葉県文化会館から比

較的規模の小さい千葉市民会館に変更しました。更に広報

誌の「むつみ」の印刷を今までの外注から全て手作りにし、 

経費節減を図りました。  

 平成 30 年度には先ず５月から事務所を今までよりも家

賃の安い新事務所に変更します。 さらに印刷機のリース

契約を見直しランニングコストの削減を検討します。また理

事定数の削減を行いました。 人生百年時代がやって来

ると言われています。 そのためには健康寿命を伸ばすこ

とが大事だと言われています。さらに人との繋がりの豊かさ

が健康に良い影響を及ぼすことが、国内のみならず諸外

国でも疫学的に認められています。生涯大学校や我が生

涯大学校卒業生学習会が大事にしてきた「仲間づくり」や

「ネットワークづくり」が健康増進や「孤独死対策」などに役

立ち、医療費削減効果もある事が明らかになって来ていま

す。健康寿命を延ばし人生百年時代を有意義に過ごすた

めにも、生涯大学校の充実発展が必要であることを、改め

て関係各位にご理解頂きたく存じます。  終わりにのぞ

み、ご臨席いただきました来賓の皆様に厚く御礼を申し上

げますとともに会員の皆様のご健勝と弥栄を祈念して、私

の式辞といたします。 

祝辞  千葉県副知事  滝川 伸輔 様 

千葉県生涯大学校卒業生

学習会に御入会されまし

た皆様、本日は誠におめ

でとうございます。 

皆様や皆様の先輩方の活

動によりまして、この学

習会も今年で三十一年目

になると伺っています。

本多会長はじめ、役員、

関係者の皆様の長きにわ

たる御尽力の賜物であり、

深く敬意を表します。 

今年度の学習会のプログラムを拝見しますと、ジャズ

から憲法、ニュ―トリノなど、色々なテ―マがござい

ます。中には、健康寿命の話や認知症の話など、世の

中の最先端の話題から、皆さんに体や自慢の喉を使っ

ていただくものまであり、非常に幅広いプログラムが

組まれています。こうした学習会の活動を通じ、皆様

が、自身の生活を豊かにするだけではなく、 

 

地域の中で最新の勉強をしてこられたことをお話しさ

れたり、自慢の喉を披露することで、地域社会を明るく

されていると伺っております。 

また、今年の学習会には、百名を超える八十才以上の会

員の方が元気に御参加されていると伺っております。こ

うしたことも、学習会の長年の活動の賜物であろうと思

います。 

千葉県では、今年度、新たな「千葉県高齢者保健福祉計

画」を策定いたしました。計画の中においては、高齢の

方々が、住み慣れた地域で、健康で生き生きと暮らし続

けていただける、地域社会づくりを推進することとして

おり、「くらし満足度日本一の千葉県」の実現を目指し、

努力しているところでございます。 

この学習会を通じ、これまでの知識や経験にますます磨

きをかけられまして、お元気に御活躍されることを期待

しております。 

結びに、千葉県生涯大学校卒業生学習会のますますの御

発展と、会員並びに関係者の皆様の御健勝と御多幸を祈

念申し上げまして、あいさつといたします。 



平成３０年7月18日 会報むつみ 通巻44号  

  2  

 

 
 

 

 

里山を行けば囀
さえず

り遠近に  １４００３ 秋元 和信 

祝辞   千葉県議会 健康福祉常任委員会 

 委員長 實川隆 様 

 第三十一回の開講式及び

定期総会の開催、大変おめ

でとうございます。 

ご紹介頂きました健康福祉

常任委員会委員長の實川で

す。本来であれば、小高議

長がお出でになりご挨拶を

申し上げるべきところでご

ざいますけれども、所用の

ため出席出来ません。 議

長より祝辞をお預かりして

いますので、代読をさせて頂きたいと思います。 

祝   辞 

   千葉県生涯大学校卒業生学習会平成三十年度開講

式が開催されるにあたり、県議会を代表して一文お祝い

を申しあげます。 

皆様方には、生涯大学校をご卒業後、常に新たな学習意

欲を持ち充実した社会生活を送られる事に心から敬意を

表する次第です。現在、少子高齢化が急速に進展する中、

本県の未来を活力あるものとするためには、 

豊かな経験と高い見識を持った高齢者の皆様に、積

極的に社会参加して頂くことが重要です。 

こうした中、生涯大学校で培った向学心とご学友の

絆を維持、発展させ、生涯学習を通じて生きがいを

求め続ける本学習会の活動は、高齢者福祉の向上と

地域社会の活性化に貢献しており、本多会長を始め

歴代の会長様、役員の皆様の多大なるご尽力に対し、

改めて感謝申しあげます。 

県議会といたしましては、誰もが真の豊かさを実感

出来る千葉県作りに一層努めてまいります。皆様方

におきましても、本学習会でご自身の生活を豊かな

ものにすると同時に、活力ある地域作りと地域社会

の発展にご尽力賜りますよう、お願い申し上げます。 

結びに、千葉県生涯大学校卒業生学習会の今後ます

ますのご発展と、皆様のご健勝、ご活躍を祈念申し

上げまして、お祝いの言葉といたします。 

平成三十年四月十七日 千葉県議会議長 小高 伸太 

祝辞 元衆議院議員・学習会顧問  

 臼井 日出男 様 

皆様こんにちは。ただ今ご

紹介頂きました臼井日出男

でございます。 

本学習会開講式、ご盛会で

誠におめでとうございます。

まず最初に、皆様方の素晴

らしい精力的な学習意欲に

対し、心から敬意を表させ

て頂きたいと思います。 

さて皆さんの青春時代は、どれ位の長さがあったでしょ

うか。ちなみに私は大学に入った十八才から青年会議所

という団体に四十才まで入っておりまして、二十二年間、

ちょっと長かったですが、いわば自分の青春時代だった

と振り返っております。 

そして今、皆さんは、そういう意味では、 

第二の青春の時期を迎えていらっしゃると思うわけで

ございます。さて、皆さんの第二の青春時代は、どれ

位の長さを確保出来るとお考えでしょうか。 

私の第二の青春時代は、衆議院の現職を退きました七

十才から今日まで続いております。もう後、四、五年

は頑張りたいと思っておりますけれども、この第二の

青春時代に比べて、かつて私が経験した青春時代は

中々、自分の青春時代の良さと言うものを確認しない

で駆け抜けてしまった、このように考えるわけでござ

います。 

どうぞ今、健康寿命と言うお話がございましたけれど

も、ぜひともこれから第二の青春時代を皆様方におか

れましては、学習意欲を持って心も体も健康で素晴ら

しい第二の青春時代を進んで頂きますように、私から

もお願い申し上げてお祝いのご挨拶に致します。おめ

でとうございました。 
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新任理事からの一言 

小寺 正孝 研修部 

 

鈴木 一廣   経理部 徳田 彰士  広報部 

 

   

「まさか？私が理事に？ 

でっきるかな～？から始まりました。 

受付・講師連絡・旅行などを修行中の

身です。   秋の研修は「感嘆符！」

を請け負いますよ。 

平成 22年度京葉学園園芸科に入学、

普通・専攻課程を経て平成 26年に学

習会に入会、この度、縁あって理事に

就任しました。微力ですが少しでも会

の運営にお役に立てるよう頑張りま

すので宜しくお願い致します。 

どちらかと言うと欠席気味だった生

涯大学校卒業生学習会の理事をさせ

て頂く事となりました。少しでも皆様

のお役に立てるよう取り組んでいき

ますので宜しくお願い致します。 

 
 

平成 30年度（第３１回）定期総会報告  

                書記 安田 敏夫 

平成 30年 4月 17日（火） 千葉市民会館 大ホールにて開

講式に続き第３１回定期総会が開催されました。出席者数５

８２名で出席率は４３．３％（会員総数１，３４5 名）でし

た。総会は田巻総務部長の司会で始まり、生涯大学校校歌の

斉唱後、議長団選出と書記の任命が行われ、司会者一任の発

議で司会者より、議長団に三原修三氏と角倉邦彦氏、書記に

高野一郎氏と安田敏夫氏を選出し議事進行しました。上程議

案は議案第１号～第７号で、質問は議案第２号で１件、議案

第６号で２件あり役員から丁寧な回答がなされ、審議の結果、

すべての上程議案は賛成多数を以って原案通り承認され、定

期総会は終了しました。引き続き、事務局よりオリエンテー

ションが行われた後、アトラクションとして千葉県警察音楽

隊の楽しい演奏が行われました。盛大の内に終了することが

でき会員の皆様のご協力に感謝いたします。ありがとうござ

いました。 

新会場 千葉市民会館 

 千葉駅からの地図 
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平野 順一   研修部 山崎 純一       研修部 投稿募集 

むつみ・学習会だより 

掲載記事を募集中です 

作文・クラブ活動での感想・紀行文 

 体験談・ボランテア活動等 

（添付写真を除いて本文 650字程度に） 

俳句・短歌・自由詩 

写真・イラスト・絵手紙 等 

（モノクロで掲載） 

投稿箱・郵送可・メール可 

〒 260-0016 

千葉市中央区栄町 29番 2 

アイリスビルⅠ 201号室 

sp9288m9@piano.ocn.ne.jp 

fax 043-306-9998 

  

今まで、自治会役員やクラブにもかか

わっておらず不慣れなことが多いと

思いますが、諸先輩方にお教え 

いただき一生懸命がんばりますので、

宜しくお願いします。 

「新人の黒のスーツがハナミズキ咲

く路ぞろぞろ 杳
とほ

き日のこと」 

いつもの四月それとわかる新人ら 

見れば私も若返る。 

私も新人。緊張してます。 

 

 

 

 

 

平成二十九度 校外研修  

国会議事堂 ・浜離宮 ・フジテレビの参観添乗記             

高野 一郎 

 研修日の 3 月 30 日、晴天の絶好の旅行日和。今年

の桜は、例年より 1週間早い開花状況。49名の参加で、

大型バス 1台で校外研修が行われました。 バスの中

では、参加者の自己紹介が行われユ二―クなお話しが

有り大変和みました。最初の研修地は、恒例の国会議

事堂の訪問。通常、議事堂内の案内は、議事堂の職員

ですが、特別に門山ひろあき議員秘書の片山哲生様の

案内で行われました。片山様のユーモア有る説明で、

笑いが絶えませんでした。特に印象に残ったのは、 

中央広間は、２階から６階までの吹き抜けになっており天

井まで３２ｍ有り法隆寺の五重の塔がすっぽり入る高さで

す。  

 また広間には、議会政治の基礎を築いた 3 人の銅像（伊

藤博文・大隈重信・板垣退助）が有り、3 人の説明を受け、

あらためて、感銘を受けました。ところで、四つ目の台座

には銅像が有りません。「四人目を人選できず将来に持ち越

された」また「政治に完成はない、未完の象徴」という意

味もあると言われています。 次に浜離宮に訪れました。

公園の面積は約 25ヘクタール。桜の開花状況を心配してい

ましたが、見ごろでした。庭園から見える高層ビル群が立

ち並び、すばらし景観でした。 また、菜の花の鮮やかな

黄色の花が咲き日本庭園の良いアクセントになっていると

思いました。 最後の訪問先は、フジテレビの見学。最上

階の球状の展望室に入る。快晴のため高層ビル群、レイン

ボ―ブリッジ、東京タワ―等が立ち並ぶ大パノラマでした。

下の階では、フジテレビ関係番組の展示物、実際のアナウ

ンス室など見学しまた。 フジテレビ見学終了後、帰路に

つき、バスの中では、参加の方々から研修旅行の感想を頂

戴しました。。厳しい意見も出ましたが、全体的には、好評

でした。友達も出来、来年も是非参加したいと発言が多数

有りました。 最後に、参加の方々が集合時間等を守って

頂き添乗員として大変助かり感謝申し上げます。  
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薫風や白壁続く城下町       １４００３ 秋元 和信 


